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オンライン開催

講座の特徴

本講座は、ビジネスの中で知財の活用を意識され、特許、商標などの制度が概ね
どのようなものかをご存知の方を対象に、日々の業務の中で何に注目して何を考え
て仕事をすれば事業に知財を活かして収益に貢献できるのかをお伝えするものです。

初めに、「実際に何をしたら事業に知財を活かしたことになるのか」についての
講師陣による回答をお示しし、３日間で、「事業に知財を活かす」ための考え方を
グループワークを通じて体感して頂きます。また、法律の話は最小限にして、企業
の現場で考えるとよいことをお伝えします。詳細は裏面をご覧ください。

また、各回の講義終了後には、任意参加のフリートークの時間を３０分程度設け
ます。講義内容に対する質問に限らず、知財やビジネスについて日々悩んでいるこ
とや意見交換したいことなど、可能な範囲で何でもお答えします。

本講座は内容を更新しつつ６年目になりますが、過去の受講者へのアンケートで
は、約９割の方から、自社の業務にすぐにor将来的に活かせそうな内容があった、
との回答を頂いています。

※本講座は、中小企業、スタートアップ企業の経営者、知財担当者等で、知財に関する実務経験
が比較的浅い方向けに構成しています。

～ビジネスで明日から活かせる～

ＪＰＡＡ知財活用講座

2024年11月19日(火)、11月26日(火)、12月3日(火) 各日13:30～17:30開催

終了後、講師を交えた任意参加のフリートークタイムあり

第１講：加藤 浩

青山特許事務所、顧
問弁理士。大学教授
として知的財産法の
講義を担当している。
20年ほど特許庁にて
特許審査官・審判官
を担当した。地方大
学において10年近く
特許塾の講師の経験
あり。

第２講：中 富雄

工作機械メーカーか
ら特許事務所に転職。
複数の特許事務所で
勤務後、中小企業支
援を主な業務とする
ために１０年前に独
立する。独立する前
から継続して中小企
業支援に携わってい
る。

第３講：今野 佳洋

企業に所属する弁理
士。発明者として企
業内で商品開発と知
的財産の融合を検討、
実行する。
商品開発責任者とし
てアメリカ子会社へ
出向し、広義な知的
財産にて売上を伸ば
すことを経験する。

主講師プロフィール

ファシリテート担当講師

主講師に加え、第１講：生塩 智邦、原 晶子 第２講：浜谷 康一、宮本 美紀

第３講：山本 睦也、永田 俊策 の各弁理士が、ワークショップでの討論をサポートします。

（第1クール）

https://www.jpaa.or.jp/


第３講：１２月３日（火）

稼ぎ続ける仕組みづくり

第１部 知的財産の変化

 （１）知的財産は役に立っていない
のか

 （2）技術で勝ってビジネスで
負ける日本

第２部 ビジネスモデルで知的財産  
  を再定義する

 （１）R&Dプロセスにマーケティ
ング要素を取り入れる

 （２）ビジネスモデルと知的財産
の融合

 グループ演習①
ビジネスモデルを想定した知財
の活用
『実際の企業で起こった事例を元に
ニーズとシーズをどのように考える
べきかグループ討論します。』

第３部 知的財産マネジメントの活
用方法

 （１）レベル別知的財産戦略
 （２）商標の有効活用
 （３）グレーゾーンの考え方

 グループ演習②
競争優位性による知財の活用
『実際の企業で起こった事例を元に
知財戦略をどのように考えるべきか
グループ討論します。』

   各回10,000円、全講まとめて申込の場合３回で21,000円（消費税込み）

各回１８名（先着順）

下記ＵＲＬの申込ページ（Peatix）より、お申込みください。
申し込みに当たっては、申込ページに記載の注意事項をよくご確認下さい。

https://peatix.com/event/4151588/

お申し込み方法

＜お問合せ先＞日本弁理士会 経営・支援室     TEL:03-3519-2709 E-mail：keiei@jpaa.or.jp

受 講 料

定 員

申 込 方 法

講義内容(予定)

第１講：１１月１９日（火）

事業活動と知的財産権

第１部 ヒット商品と知的財産

 第１章 商品開発と知的財産
 （１）自社の強みは何か
 （２）知財制度の役割
 （３）商品開発と知的財産

 第２章 事例研究
 ・「モンカフェ」「ルンバ」「超立体
 マスク」「雪見だいふく」など

 第３章 グループ討論
 ・開発者の視点から、知的財産の
保護と活用に配慮した商品開発
について検討します。

第２部 事業活動と知的財産

 第１章 事業活動と知的財産活動
 （１）知的財産活動の現状
 （２）知的財産活動の課題（契約の問
題を含む）
 （３）知的財産活動の今後の方向性

 第２章 事例研究
 ・「セルフレジ事件（UNIQLO）」 「ク
 イックホイール事件（Apple 社）」等

 第３章 グループ討論
 ・知財担当者の視点から、開発され
た商品における知的財産の保護と  
活用について検討します。

第３部 企業経営と知的財産

 第１章 知的財産戦略の考え方
 （１）知的財産戦略の必要性
 （２）知的財産戦略の類型、社内体
制・予算
 （３）知的財産戦略の策定に向けて

 第２章 事例研究
 ・知財ミックス戦略、オープン＆ク
ローズ戦略、ポートフォリオ戦略など

 第３章 グループ討論
 ・経営者の視点から、開発された商品
に関する知的財産戦略を検討します。

第２講：１１月２６日（火）

知財はどう活用すべきか
～自社の「売り」を高める
知財の活用方法～

第１部 自社の「売り」を認識する

（１）顧客に提供する価値を生み出
す源泉とは
（２）知財に対する認識を広げる

グループ演習①
“ヒット商品“となる理由を
多角的に捉える

第２部 知財を捉える

（１）価値の源泉を抽出する
（２）価値の源泉における知財を認
識する

 グループ演習②
自社の「これまで」の姿を見直し、
「これから」の在りたい姿を構想す
る

第３部 知財を活用する

（１）自社の「売り」を最大化させる
ための知財戦略（オープン＆クロー
ズ戦略）
（２）知財活動の事例紹介（トヨタの
特許開放等々）

 グループ演習③
自社の「これから」の在りたい姿を
達成するために知財を活用する

第４部 まとめ

■ 第１講では、事業に知財を活用するとはどういうことか、につい
   て我々の回答をお示しし、様々な事例や演習を通じて、それを実現
   するための手段の候補を提示します。

■ 第２講では、仮想事例を題材に、第１講でお伝えした考え方を現場
   でどう実践できるかを考えて頂き、知財を活用するための戦略立案

の基礎を身に付けていただきます。

■ 第３講では、事業戦略（ビジネスモデル）と知的財産の関係性を
お伝えし、経営者の役割についても触れることで、第２講までの

   内容を具体的に自社の事業へ適用するイメージを持って頂きます。

https://peatix.com/event/4151588/

	スライド 1
	スライド 2

